
 

さいしょママにやりやーといわ

れてやりました。わざのれんし

ゅうをしているときは楽しかっ

たです。おかしがいっぱいもら

えたことがうれしかったです。 

 小学生Mさん（１年目） 

始めたきっかけは、友達がやっ

ていたので体験してみてかっこ

よかったので始めました。友達

がたくさん出来たこと、棒の手

に関われたことがよかったで

す。 

 小学生Ｋさん（３年目） 

練習の時、みんなが大きな声を

出していたので、ぼくも大きな

声で練習が出来ました。人前で

大きな声であいさつなどができ

るようになりました。 

 小学生Ｆさん（３年目） 

練習の時は、覚えるのが大変だ

ったけど、毎日夜みんなと集ま

ることが楽しかったです。発表

の時は、つかれたけどうまくい

ってうれしかったです。 

 小学生Ｈさん（４年目） 

おじいちゃんが長いこと、棒の

手をやっていて小さいころから

見てきました。おじいちゃんが

なくなる前にぼくの棒の手の姿

を見てもらいたいと思い始めま

した。 

 小学生Ｉさん（４年目） 

ちょっと恥ずかしかったけど遠

くから親戚や友達が見に来てく

れてお金やお菓子をたくさん投

げてくれて嬉しかった。近所の

人からももらえて嬉しかった。 

 小学生Nさん（５年目） 

地域のことや日本の伝統をよく

知ることができます。そして知

り合いが増えてコミュニケーシ

ョン力が上がって棒の手を覚え

るのと一石二鳥なのでよかった

と思いました。 

 小学生Mさん（６年目） 

特徴的な衣装で棒を振り回すの

が格好良く見えてはじめまし

た！棒の手は型の伝承だけでな

く人と人地域との繋がりで心ま

で繋がっていると思います。 

 Mさん（１０年目） 

練習後には毎回お菓子がもらえ

てモチベーションにつながって

いました。多くのハナが投げら

れ家族からも褒めてもらうこと

でまた来年もやろうという気に

なります！ 

Uさん（１０年目） 

他の地域から来た人や外国の

方々に胸を張って紹介できる文

化がこの尾張旭市に存在してい

るのは素晴らしいと思います。

文化に携わる一員として大変誇

らしいです。 

Tさん（１１年目） 

親に勧められた事と衣装が格好

良かったので始めました。練習

は厳しかったけれど学年が上が

っていくにつれて出来る型が増

えて槍や鎌などの新しい道具も

使えるようになりました。 

 Ⅰさん（１２年目） 

古くからの伝統はどんなことが

あっても絶やしてはいけない。

僕が生きているうちに少しでも

多くの人に伝えていきたい。 

Hさん（１３年目） 


